
ま え が き

本書は 「基礎数学選書」の趣 旨に したが って,わ か り易 くLie群 の 表現につ

いて解説した書である.内 容は古典群U(n),SU(n),Sp(n),SO(n),Spin(n)お

よび例外群 の1部G2,F4の 複 素表現環の決定である.

Lie群 の 表現環につい て,つ ぎの重要 な定理が ある.

「単連結な コンパ ク トLie群Gの 複 素表現環R(G)は 多項式環Z〔 ρ1,

…
,ρn〕,n=rankGに 環 同型である」([10]Theorem 6.41)

これ を証 明す るには,Lie群 の表現をLie環 の 表現に帰着させた り,あ るいは

Lie群 のweight理 論 に帰着 させた りす るのが普通である.そ れはすば らし く美

しい理論であると思 うと同時に,ど うも抽象的な感 じも強 く,初 めて学ぶ者に

はかな り理解 し難 く,表 現論 とは群準 同型写像G→GL(n,K)を 調べ ることで

あるとい う感 じか ら遠 くな ってしまいがちである.さ て本書では,そ のよ うな

抽象的な方法は一切避けて,す べてを古典群 および群G2,F4を 通 して具体的に

取 り扱 ってい るので,各 群の もつ個性的な構造が よ くわか り,た とえLie群 に

つ いて予備知識がな くても容 易に理解 できるように なっている.群 論をは じめ

数学 を学んで抽象的だと思 う人があれ ば,ど うか本書 を読んで,具 体面において

も数学はすば らし く興味深 く構成 され てい るのだ とい うことを読み とって頂 き

たいのである.と もあれ本書が,姉 妹書 「群 と位相」 とともに,読 者にLie群

ま たは位相幾何学に対す る興味をひきお こし,さ らに高度 の分野へ進む1つ の

手掛 りをつかむ ことに少 しで も役立つな らば,こ れ以上の喜びはない のである.

以下簡単に各章の内容について触れ てお こ う.目 的は,4,5章 に あ って,1,2,

3章 はその準備 であ ると思 って頂いて もよい.1章 では代数的な基礎概念のほか

にClifford多 元環お よび不変積分について 述べ てい る.2章 は群 の表現につい

ての一般論である.有 限群 の表現論について知識のある人は,有 限群を コンパ

クト群に,和 Σを積分∫ におきかえると容易に理解できると思 う.も ちろん予

備知識 を何 ら必要 としないで読めるよ うにしてある.3章 で トー ラスの複 素表



現環を求めて4,5章 の準備 とした.4,5章 で それぞれ古典群および群G2,F4

の 複 素表現環の構造を決定 し,そ の生成元 を指定 した.特 に例 外群G2,F4に つ

いてかかれた書がほ とん どないので,で きるだけ詳 し くかいておいた.な お,

これ らの群のLie環 に ついて もかな り詳 し く述べ ておいたので,Lie環 を学ぶ

人に も参考になるものと思 う.

残 りの3つ の例外群E6,E7,E8に つい て本書では全 く触れていない.と い う

よ りはむ しろ,こ れ らについて書 く能力を 私が持ちあわせて いない とい う方が

正 しいか もしれない.(E6に つ いて本書 のよ うな 具体 的 なや り方をやってみた

いと思 っているのだが…).

本 書を書 くに際 して,東 京大学 岩堀長慶教授にいろい ろ御指導いただいた こ

とを私は まず感謝 しなければな らない.ま たこの原稿 を ゼ ミしなが ら校正を手

伝 って くれた小寺裕,宮 坂隆,山 崎善俊氏の労に感謝 し,さ らに遠藤恭平,宇

山寿恵両氏は じめ裳華房の皆 々様に大そ うお世話になった ことを感謝 している.

最 後に この書を丹念に植字 して下さった 中央印刷株式会社の 原 公夫 ・五十嵐

美恵子氏に敬意を表わ し御 礼申し上 げる.

1973年4月

横 田 一 郎

追記:残 りの3つ の例外群E6,E7,E8に ついても,(1982年 現在)本 書のよ う

な具体的な表示ができ上がっており,い ろいろの性質もわかっている.い ずれか

の機会にこれらについて詳しく書きたいと思っている.(1982年11月)
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